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神
奈
川
県
計
量

検
定
セ
ン
タ
ー

は
、J
I
C
A（
国

際
協
力
機
構
）
集

団
研
修
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
法
定
計
量

シ
ス
テ
ム
」
コ
ー

ス
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
及
び
カ

ン
ボ
ジ
ア
3
カ
国

5
名
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
、
液
化

石
油
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
及

び
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の

検
定
実
習
を
行
っ
た
。

　
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
は
、
横
須
賀
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
、
㈱
タ
ツ
ノ
・

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
及
び
日
本

エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

㈱
の
協
力
を

得
て
、
8
月

　
日
俄
か
ら

29同
　
日
我
の

31
3
日
間
に
わ

た
っ
て
次
の

と
お
り
実
施

し
た
。

▽
液
化
石
油
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

の
検
定
実
習
は
、
横
須
賀
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
施

設
及
び
計
量
器
を
借
用
し
、

日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
㈱
の
協
力
を
得
て
　
日
29

に
実
施
。

▽
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の
検
定

実
習
は
、
㈱
タ
ツ
ノ
・
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
横
浜
工
場
に
お

い
て
　
日
、　
日
の
2
日
間

30

31

実
施
。

に
わ
た
り
、
全
国
を
マ
イ

カ
ー
に
宿
泊
し
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
秤
を
捜
し
求
め
る
旅

を
続
け
、
つ
い
に
は
1
万
点

余
の
秤
を
蒐
集
。
趣
味
を
超

え
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り

「
秤
の
館
」
を
完
成
さ
せ
た

話
。

　
ま
た
、
秤
を
捜
し
求
め
る

中
で
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
等

に
つ
い
て
、
体
験
に
基
づ
い

た
話
を
手
振
り
を
交
え
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し

た
。　
名
の
研
修
参
加
者
は

39

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど

熱
心
に
聴
き
入
り
、
大
変
有

意
義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　
花
神
奈
川
県
計
量
協
会
研

修
委
員
会
で
は
協
会
員
の
教

養
及
び
資
質
の
向
上
を
目
指

し
て
、
次
の
と
お
り
研
修
会

を
開
催
し
た
。

【
期
日
】　
月
7
日
画

10

【
会
場
】
神
奈
川
県
計
量
検

定
セ
ン
タ
ー
会
議
室

【
講
師
】
秤
屋
健
蔵
氏

【
テ
ー
マ
】「
秤
が
く
れ

た
心
の
バ
ラ
ン
ス
」

　
講
演
内
容
は
、
秤
屋

氏
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
の
傍
ら
、　
数
年
間

30

　
と
り
と
め
の
な
い
話
と
い

う
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

く
。

　
　
数
年
前
の
こ
と
、京
都
、

30
奈
良
へ
2
泊
3
日
の
ぐ
う
た

ら
一
人
旅
に
出
た
。
初
日
の

夜
、
宿
の
食
堂
で
　
歳
ぐ
ら

30

い
の
ア
メ
リ
カ
人
と
隣
り
合

わ
せ
た
。
簡
単
な
会
話
程
度

は
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
の
ア
メ
リ
カ
人
と
は
仲
良

く
な
り
一
緒
に
風
呂
に
入
り

彼
の
部
屋
で
会
話
も
弾
ん

だ
。
彼
は
マ
イ
ア
ミ
空
港
で

働
く
航
空
機
の
整
備
士
で

あ
っ
た
。
ち
と
古
い
が
、
俳

優
の
ケ
ビ
ン
・
コ
ス
ナ
ー
似

の
格
好
い
い
ヤ
ン
キ
ー
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
色
々
と

話
す
に
つ
れ
、
彼
の
考
え
方

が
温
和
で
繊
細
か
つ
哲
学
的

で
、
社
会
人
と
し
て
の
大
人

ら
し
さ
、
そ
し
て
社
会
に
対

す
る
責
任
感
と
い
う
も
の
を

つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
る
知
的

な
青
年
で
あ
る
こ
と
に
　
歳
18

の
私
は
大
い
に
感
心
さ
せ
ら

れ
た
。

　
翌
日
、
私
が
京
都
を
一
通

り
案
内
し
た
。
彼
が
最
も
気

に
入
っ
た
の
が
銀
閣
寺
で

あ
っ
た
。
寛
容
と
知
性
、
そ

し
て
「
わ
び
」
を
感
じ
る
と

言
っ
た
。「
わ
び
」
と
い
う
日

本
語
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　
境
内
を
歩
き
な
が
ら
、
二

人
の
話
は
何
故
か
女
性
の
こ

と
に
な
り
、
彼
に
は
親
し
く

し
て
い
る
素
敵
な
人
が
い
る

と
い
う
。
彼
は
嬉
し
そ
う
に

彼
女
の
話
を
す
る
。
私
は
、

「
彼
女
と
結
婚
す
る
ん
で
す

ね
」
と
聞
い
た
。
す
る
と
彼

は
優
し
く
笑
っ
て
、「
そ
ん
な

こ
と
は
誰
も
分
か
る
も
の

じ
ゃ
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り
言

う
。
ど
ん
な
好
き
な
人
で
も

信
じ
難
い
別
れ
が
来
る
し
、

ま
た
、
意
図
的
に
別
れ
る
べ

き
時
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
し
て
や
、
結
婚
と
い

う
こ
と
が
当
然
の
こ
と
な
ど

と
考
え
た
こ
と
も
な
い
よ
、

と
続
け
た
。
現
状
が
と
て
も

居
心
地
が
良
く
、
今
後
も
そ

う
で
あ
っ
て
特
段
の
問
題
は

な
い
と
し
て
も
、
お
互
い
の

た
め
に
、
合
理
的
な
事
情
が

発
生
す
れ
ば
事
は
好
き
嫌
い

に
か
か
わ
ら
ず
変
容
し
て
い

く
し
、
ま
た
、
新
た
な
状
況

に
敢
え
て
身
を
振
り
替
え
る

こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
間
の
経
過
と
い
う
要

素
も
な
い
と
は
言
え
な
い

よ
、と
。
ま
た
、「
引
き
潮
」っ

て
い
う
も
の
は
強
い
ん
だ
、

な
ど
と
も
言
っ
て
い
た
。

　
な
ん
だ
か
、
禅
問
答
の
よ

う
な
感
じ
で
、
難
し
い
言
葉

と
言
い
回
し
で
彼
の
考
え
方

を
披
露
し
て
く
れ
た
。
私
は

何
度
も
聞
き
慣
れ
な
い
単
語

の
発
音
と
意
味
を
繰
り
返
し

聞
き
返
し
た
。

　
そ
ん
な
彼
と
の
会
話
が
、

「
変
化
」
と
か
「
変
容
」
と

い
う
い
わ
ば
動
的
な
思
考
を

自
分
の
中
に
取
り
入
れ
た
初

め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
私

の
頭
の
中
に
一
つ
の
回
路
が

出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
　
年
近
く
を
経

40

て
、
組
織
の
一
管
理
職
と

な
っ
て
　
年
に
な
ろ
う
と
し

10

て
い
る
が
、
行
く
先
々
の
所

属
に
お
い
て
彼
の
話
が
頭
を

よ
ぎ
る
の
で
あ
っ
た
。
組
織

変
革
へ
の
直
感
的
な
思
い
で

あ
る
。

　
女
性
と
の
関
わ
り
と
組
織

の
あ
り
方
と
を
同
じ
テ
ー
ブ

ル
で
論
じ
る
も
の
で
は
な
い

が
、現
状
に
対
す
る
肯
定
的
、

心
情
的
な
思
い
と
合
理
的
な

方
向
へ
の
変
換
と
の
せ
め
ぎ

あ
い
に
お
い
て
は
、
新
た
な

方
向
が
容
易
に
代
替
的
で
あ

り
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
を

担
保
す
れ
ば
、
存
外
、「
ガ
ラ

ガ
ラ
ポ
ン
」
も
生
き
生
き
と

し
た
組
織
へ
の
転
換
を
実
現

す
る
た
め
の
一
つ
の
戦
術
的

な
手
法
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う
こ
と
も
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
合
理
性
の
基
準
と
そ
の

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
の
有
様
は
そ

れ
ぞ
れ
に
難
し
く
、
軽
々
に

成
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

が
、
誰
の
た
め
の
変
革
で
あ

り
、
組
織
で
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
、
広
い
視

野
と
時
代
の
要
請
す
る
合
理

的
な
方
向
へ
自
ら
を
投
じ
て

い
く
果
敢
な
思
考
と
行
動
と

を
も
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
と
軽

快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
社
会

（
組
織
）
の
変
革
を
進
め
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
旅
に
は
余
談
が
あ
っ

て
、
我
々
2
人
は
2
日
目
の

夜
、
お
風
呂
の
中
で
台
湾
か

ら
や
っ
て
き
た
高
名
な
医
学

博
士
と
お
友
達
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
湯
船
の
中
で
2

人
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い

て
論
争
を
始
め
た
。
博
士
は

反
戦
論
、
マ
イ
ア
ミ
の
彼
は

好
戦
論
で
あ
っ
た
。
3
人
は

茹
で
蛸
状
態
か
ら
脱
す
る
た

め
博
士
の
部
屋
へ
行
き
、
日

本
酒
を
飲
み
な
が
ら
論
争
は

深
夜
ま
で
続
い
た
。そ
し
て
、

茹
で
蛸
か
ら
赤
鬼
に
変
身

し
、
い
つ
し
か
寝
入
っ
て
し

ま
っ
た
。
彼
ら
の
歴
史
観
や

国
家
観
は
堂
々
と
し
て
、
ま

た
、
面
白
か
っ
た
が
、
そ
う

し
た
政
治
や
国
際
関
係
論
に

つ
い
て
自
己
を
主
張
し
自
国

を
論
法
鋭
く
正
当
化
す
る
個

と
し
て
の
能
力
と
、
社
会
国

家
へ
の
強
い
意
識
に
私
は
驚

嘆
し
た
。

　
同
時
に
、
二
昼
夜
に
わ
た

る
英
語
漬
け
の
旅
は
私
の
頭

を
芯
か
ら
疲
れ
さ
せ
る
と
と

も
に
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
想

い
出
と
し
て
心
に
刻
ま
れ
て

い
る
。

　
　
月
1
日
の
計
量
記
念
日

11
行
事
と
し
て
、
花
神
奈
川
県

計
量
協
会
で
は
毎
年
、
県
民

に
対
し
計
量
思
想
の
普
及
・

啓
発
を
目
的
に
、「
計
量
フ
ェ

ア
か
な
が
わ
」
を
開
催
し
て

い
る
。
今
年
も
　
月
1
日
峨

11

に
横
浜
市
、　
月
5
日
臥
に

11

小
田
原
市
に
お
い
て
開
催
し

た
。

　
横
浜
・
小
田

原
そ
れ
ぞ
れ
に

実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
趣

向
を
こ
ら
し
た

催
し
に
す
べ

く
、
横
浜
会
場

で
は
昨
年
の
動

脈
硬
化
度
測
定

に
代
わ
り
、
肌

の
瑳
測
定
を
実

施
。
ま
た
、
小

田
原
会
場
で
の

重
さ
当
て
ク
イ

ズ
で
は
地
域
に

ち
な
ん
で
、
み

か
ん
と
蒲
鉾
を
用
意
し
た
。

重
さ
当
て
ク
イ
ズ
の
当
選
者

に
は
お
土
産
に
景
品
を
贈
呈

し
、
大
変
喜
ば
れ
た
。

　
展
示
等
、
実
施
内
容
は
次

の
と
お
り
。

▽
計
量
普
及
啓
発
パ
ネ
ル
展

示▽
体
脂
肪
率
測
定

▽
骨
健
康
度
測
定

▽
お
肌
の
瑳
測
定
（
横
浜
会

場
の
み
）

▽
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
重
さ
当

て
ク
イ
ズ

▽
ジ
ャ
ン
ボ
南
瓜
・
チ
ー
ズ

の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
（
横
浜

会
場
の
み
）

▽
み
か
ん
・
蒲
鉾
の
重
さ
当

て
ク
イ
ズ
（
小
田
原
会
場
の

み
）

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、横
浜
会
場
3
3
0
0
名
、

小
田
原
会
場
2
0
0
0
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
盛
況
の
う

ち
に
終
わ
っ
た
。

　
主
催
・
後
援
団
体
等
は
次

の
と
お
り
。

【
主
催
】
花
神
奈
川
県
計
量

協
会

【
後
援
】神
奈
川
県
、

横
浜
市
、小
田
原
市
、

日
本
小
型
自
動
車
振

興
会

【
協
賛
】
浅
井
メ
ー

タ
ー
㈱
、
㈱
伊
勢
丹

相
模
原
店
、
㈱
オ
ー

バ
ル
横
浜
事
業
所
、

小
田
原
報
徳
自
動
車

㈱
、
神
奈
川
県
計
量

士
会
、
神
奈
川
県
計

量
証
明
事
業
協
会
、

関
東
メ
ジ
ャ
ー
㈱
、

関
西
ペ
イ
ン
ト
㈱
平

屋
、
㈱
資
生
堂
鎌
倉
工
場
、

㈱
そ
ご
う
横
浜
店
、
㈱
J

オ
イ
ル
ミ
ル
ズ
横
浜
工
場
、

J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
東
日
本

製
鉄
所
、住
友
電
気
工
業
㈱
、

㈱
高
島
屋
横
浜
店
、
㈲
田
中

屋
、
㈱
タ
ニ
タ
、
㈲
ダ
イ
コ

ク
、
㈱
タ
ツ
ノ
・
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
横
浜
工
場
、
㈱
東
立

機
工
、㈱
東
芝
京
浜
事
業
所
、

東
京
ガ
ス
㈱
神
奈
川
内
管
保

安
セ
ン
タ
ー
、
㈱
ニ
シ
ベ
計

器
製
造
所
横
浜
支
店
、
苛
日

本
品
質
保
証
機
構
、
日
産
自

動
車
㈱
、
日
清
オ
イ
リ
オ
グ

ル
ー
プ
㈱
磯
子
工
場
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
、
㈱
日

立
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
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塚
工
場
、
神
奈
川
都
市
交
通

㈱
、
㈱
櫛
田
度
器
製
作
所
、

㈱
京
急
百
貨
店
、
㈲
後
藤

メ
ー
タ
ー
商
会
、
㈱
さ
い
か

「
計
量
フェア
か
な
が
わ
2
0
0
5
」開
催

横
浜
会
場
3
3
0
0
名
、小
田
原
会
場
2
0
0
0
名
が
来
場

貴
重
な
旅

リ
レ
ー
エッ
セ
ー

神
奈
川
県
商
工
労
働
部

計
量
検
定
担
当
課
長

松
田
正
吾

横浜会場のもよう（横浜駅東口・新都市プラザ）

講師の秤屋健蔵氏

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
富
士
写
真
フ

イ
ル
ム
㈱
神
奈
川
工
場
、
㈱

不
二
家
湘
南
工
場
、
㈱
メ

ジ
ャ
ー
テ
ッ
ク
ツ
ル
ミ
、
ヤ

オ
マ
サ
㈱
、
ラ
イ
オ
ン
㈱
小

田
原
工
場

鋤
神
奈
川
県
計
量
協
会
、研
修
会
開
く

秤
屋
氏
、は
か
り
探
し
の
旅
を
講
演
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今
年
度
の
立
入
検
査
結
果

に
つ
い
て
特
異
だ
っ
た
の

は
、
量
目
公
差
違
反
が
2
事

業
所
（
6
件
）
と
も
、
自
動

は
か
り
を
使
用
し
て
い
た
点

で
あ
る
。

　
自
動
は
か
り
の
普
及
率
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
、
高
津

区
・
宮
前
区
・
多
摩
区
・
麻

生
区
の
事
業
所
を
調
査
し
、

結
果
は
　
％
の
保
有
率
で

51

あ
っ
た
。
一
方
、昨
年
度
は
、

川
崎
区
の
事
業
所
に
お
い
て

は
　
％
で
あ
っ
た
。
対
象
区

27

は
相
違
す
る
が
、
率
に
し
て

2
倍
も
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、法
的
検
査
が
な
く
、

自
主
的
な
管
理
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
は
か

り
の
本
体
を
見
る

と
、
全
体
的
に
汚
れ

て
お
り
、
ホ
ッ
パ
ー

部
に
米
ぬ
か
な
ど
が

付
着
し
、
日
頃
の
手

入
れ
が
ま
っ
た
く
な

さ
れ
て
な
く
、
こ
の

様
な
状
態
で
は
正
確

な
計
量
が
で
き
る
の
か
、
不

安
視
さ
れ
た
の
で
、
清
掃
等

の
指
導
を
行
な
っ
た
。な
お
、

量
目
公
差
逸
脱
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
後
日
、
再
立
入
検

査
を
実
施
し
改
善
を
確
認
し

た
。

　
別
掲
グ
ラ
フ
は
、
精
米
5

㎏
・
　
㎏
の
検
査
件
数
（
2

10
9
5
件
）
を
横
軸
に
、
過
不

足
率
を
縦
軸
と
し
て
、
自
動

は
か
り
・
非
自
動
は
か
り
毎

に
過
不
足
率
を
プ
ロ
ッ
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
自

動
は
か
り
は
非
自

動
は
か
り
に
比
べ

て
バ
ラ
ツ
キ
が
少

な
く
、
安
定
し
た

数
値
が
出
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、

自
動
は
か
り
使
用

に
際
し
て
は
、
商

品
量
目
精
度
を
正

し
く
保
つ
た
め
に
、
①
計
量

器
本
体
の
精
度
確
認
、
②
搬

出
さ
れ
た
商
品
の
量
目
管

理
、
が
重
要
視
さ
れ
る
。
具

体
的
方
法
と
し
て
上
記
①
に

対
し
て
は
、
基
準
と
な
る
分

銅
等
で
の
精
度
チ
ェ
ッ
ク
の

励
行
、
②
に
お
い
て
は
、
特

定
計
量
器
を
使
用
し
て
の
商

品
量
目
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で

あ
る
。

　
当
市
で
は
、
毎
年
継
続
し

て
多
量
生
産
す
る
事
業
所
を

含
め
、
自
動
は
か
り
使
用
事

業
者
へ
の
量
目
立
入
検
査
を

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
も

そ
の
必
要
性
を
再
認
識
し

た
。

0
0
6
（
平
成
　
）
年
1
月

18

　
日
〜
5
月
　
日

23

22

◇
計
量
証
明
検
査

▽
横
浜
市
＝
　
年
　
月
　
日

05

11

14

〜
　
月
　
日

12

16

▽
川
崎
市
＝
　
年
1
月
　
日

06

16

〜
1
月
　
日
30

▽
横
須
賀
市
及
び
三
浦
市
＝

　
年
2
月
6
日
〜
2
月
　
日

06

23

◇
甲
種
検
査

▽
横
浜
市
及
び
横
須
賀
市
＝

　
年
　
月
1
日
〜
　
月
8
日

05

12

12

◇
環
境
計
量
証
明
用
計
量
器

▽
p
H
計
＝
　
年
1
月
予
定

06

▽
騒
音
計
及
び
振
動
レ
ベ
ル

計
＝
　
年
3
月
予
定

06
県
が
環
境
計
量
証
明

事
業
者
立
入
実
施

　
神
奈
川
県
計
量
検
定
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
規
程
の
遵
守

状
況
を
主
体
に
立
入
検
査
を

実
施
し
た
。
な
お
、
特
定
市

内
の
事
業
者
に
は
特
定
市
職

員
（
2
市
）
が
同
行
し
た
。

▽
実
施
期
間
＝
9
月
6
日
か

ら
同
　
日
ま
で
の
　
日
間

27

10

▽
実
施
区
域
＝
横
浜
市
、
川

崎
市
、
相
模
原
市
、
厚
木
市
、

愛
甲
郡
愛
川
町

▽
検
査
戸
数
＝
　
戸
10

▽
不
適
正
戸
数
＝
4
戸

▽
不
適
正
理
由
＝
登
録
申
請

書
記
載
事
項
変
更
届
の
未
提

出
、
計
量
証
明
用
設
備
の
不

明
確
及
び
点
検
未
実
施
、
計

量
証
明
書
の
記
載
に
不
備
等

県
が
燃
料
油
メ
ー

タ
ー
立
入
実
施

　
神
奈
川
県
計
量
検
定
セ
ン

タ
ー
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
及
び
灯
油
販
売
店
で
使
用

し
て
い
る
燃
料
油
メ
ー
タ
ー

（第三種郵便物認可）（5） 2005年（平成17年）11月20日（日）第 2608 号

ら
　
月
　
日
ま
で
の
　
日
間

10

24

10

▽
実
施
区
域
＝

県
内
全
域
（
特

定
市
管
内
除

く
）

▽
検
査
戸
数
＝

　
戸
47▽

不
適
正
戸
数

＝
5
戸

▽
同
率
＝
　
・
10

6
%

▽
検
査
件
数
＝

3
2
4
件
（
自

動
車
等
2
7
4

件
、
小
型
車
載

　
件
、
大
型
車

39載
6
件
、
定
置

5
件
）

▽
不
合
格
件
数
＝
5
件
（
全

て
小
型
車
載
、
有
効
期
限
切

れ
）

▽
同
率
＝
1
・
5
%

県
が
環
境
計
量
証
明

用
計
量
器
検
査
実
施

　
神
奈
川
県
は
環
境
計
量
証

明
事
業
者
が
使
用
し
て
い
る

大
気
濃
度
計
の
検
査
を
次
の

と
お
り
実
施
し
た
。

▽
期
間
＝
　
月
　
日
か
ら
　

10

17

10

月
　
日
ま
で
の
　
日
間

28

10

▽
受
検
事
業
者
数
＝
　
事
業

16

者▽
検
査
台
数
＝
　
台
46

▽
不
合
格
数
＝
2
台

登
録
と
指
定

【
登
録
】

◇
計
量
士

〔
一
般
〕
7
名

〔
環
境
（
濃
度
）〕　
名
31

〔
環
境（
騒
音
・
振
動
）〕4
名

【
指
定
】

◇
適
正
計
量
管
理
事
業
所

㈱
不
二
家
湘
南
工
場
秦
野
製

造
部
（
秦
野
市
）

大
和
市
が
立
入
検

査
を
実
施

◇
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

▽
期
間
＝
8
月
　
日
の
1
日

29

間

　
こ
の
特
集
は
神
奈
川
県

計
量
協
会
の
会
報
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
、
日
本
計

量
新
報
社
の
ご
協
力
を
得

て
隔
月
発
行
し
、
全
会
員

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

花
神
奈
川
県
計
量
協
会

緯
　
們
　
們
四
四
二
〇

045

401

お
知
ら
せ

　
神
奈
川
県
及
び
特
定
市

は
、
全
国
一
斉
量
目
立
入
検

査
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て

い
る
。

定
期
検
査
・
計
量

証
明
検
査
予
定

　
今
年
度
か
ら
非
自
動
は
か

り
、
分
銅
及
び
お
も
り
の
定

期
検
査
及
び
計
量
証
明
検
査

を
指
定
検
査
機
関
（
花
神
奈

川
県
計
量
協
会
）
が
巡
回
検

査
と
し
て
実
施
。

◇
定
期
検
査

▽
海
老
名
市
・
座
間
市
及
び

綾
瀬
市
＝
2
0
0
5
（
平
成

　
）
年
7
月
4
日
〜
　
月
2

17

11

日▽
秦
野
市
及
び
伊
勢
原
市
＝

　
年
9
月
１
日
〜
　
月
　
日

05

12

28

▽
三
浦
市
及
び
逗
子
市
＝
2

の
立
入
検
査
を
実
施
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

▽
実
施
期
間
＝
　
月
3
日
か

10

全
国
一
斉
量
目
立
入
検
査
予
定

平塚市横須賀市川崎市横浜市神奈川県
12 月 1日～
12月 10日
までの 2日間

12月 12日～
06年 1月 31
日までのうち
6日間

11月 17日～
06年 1月 20

日
10 月1 日～
12月 22日

11月28日～
2006（平成18）
年1月27日

期間

大和市厚木市相模原市茅ヶ崎市小田原市
12月19日～
06年1月31日
までの 2日間

12月中に
1日間

12月～ 06年
1月までの
2日間

12月上旬の
1日間

12月～
06年 1月期間

問
わ
れ
る
自
動
は
か
り
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

川
崎
市
、米
穀
店
立
入
検
査
報
告

▽
検
査
戸
数
＝
2
戸

▽
不
適
正
戸
数
＝
0
戸

▽
検
査
個
数
＝
　
個
25

▽
不
適
正
個
数
＝
0
個

◇
石
油
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

▽
期
間
＝
9
月
2
日
〜
9
月

8
日
の
2
日
間

▽
検
査
戸
数
＝
2
戸

▽
不
適
正
戸
数
＝
0
戸

▽
検
査
個
数
＝
1
1
9
8
個

▽
不
適
正
個
数
＝
0
個

（
羽
面
に
つ
づ
く
）

量目公差逸脱件数検査件数検査事業所数期間
6件（2.0）295件35事業所8日

 ▲川崎市の米穀店立入検査結果
 ▼検査対象（295件）の過不足率分布
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２

３

４

５

６

７

８
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　１０

　１１

「
来
て
！
見
て
！
覚
え
よ

う
！
暮
ら
し
の
情
報
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
同
展
に
「
計

量
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
出
展

し
た
。
消
費
者
が
幅
広
い
情

報
を
収
集
で
き
る
場
と
し

て
、
消
費
者
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
実

物
や
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
た
。
会
場

で
は
、
計
量
に
つ
い
て
の
知

識
の
展
示
、
重
量
あ
て
ク
イ

ズ
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
計
量
管
理
強
調
月
間
の
　11

月
に
は
　
日
画
〜
　
日
蚊
に

18

20

見
附
台
広
場
を
中
心
に
開
催

さ
れ
る
第
　
回
平
塚
市
産
業

46

ま
つ
り
の
会
場
の
中
で
「
計

量
コ
ー
ナ
ー
」
を
出
展
、
催

物
を
実
施
し
た
。

▽
暮
ら
し
の
中
の
計
量
・
計

測
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
▽
計

量
管
理
強
調
月
間
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
▽
「
は
か
り
」
の
定

期
検
査
に
つ
い
て（
パ
ネ
ル
）

▽
今
も
生
き
て
る
尺
貫
法
の

こ
と
わ
ざ
（
パ
ネ
ル
）
▽
重

さ
当
て
ク
イ
ズ
（
ビ
ー
玉
と

お
は
じ
き
の
5
0
0
ｇ
）
▽

握
力
を
測
っ
て
み
よ
う

川
崎
市
計
量
協

会
、講
演
会
開
催

　
　
月
5
日
我
、
川
崎
市
産

10
業
振
興
会
館
で
、
川
崎
市
と

川
崎
市
計
量
協
会
計
量
管
理

専
門
部
会
の
共
催
に
よ
る
計

か
わ
さ
き
市
民
祭

り
に
出
展

　
川
崎
市
計
量
協
会
は
、
川

崎
市
と
共
催
で
計
量
記
念
日

事
業
の
一
環
と
し
て
、
計
量

思
想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
川
崎
区
富

士
見
公
園
一
帯
で
開
催
さ
れ

た
「
第
　
回
か
わ
さ
き
市
民

28

祭
り
」
に
会
員
事
業
者
の
協

賛
を
得
て
、「
計
量
の
広
場
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、「
健
康
と

計
量
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と

し
て
、
川
崎
球
場
内
テ
ン
ト

№
5
1
7
に
お
い
て
　
月
5

11

日
臥
、
6
日
蚊
の
2
日
間

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

た
。

　
体
脂
肪
率
の
測
定
（
参
加

者
3
0
7
名
）、重
さ（
果
物
）

当
て
ク
イ
ズ
に
お
い
て
は
2

日
間
午
前
・
午
後
行
い
（
参

加
者
7
9
7
名
）、そ
れ
ぞ
れ

に
ピ
タ
リ
賞
（
バ
ナ
ナ
・
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
・
キ
ウ
イ
7
キ

ロ
前
後
）、前
後
賞
に
協
賛
事

業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞
品

が
用
意
さ
れ
た
。
発
表
時
に

は
人
垣
が
で
き
る
な
ど
、
た

い
へ
ん
盛
況
と
な
っ
た
。

計
量
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
9
月
　
日
臥
、　
日
蚊
に

17

18

平
塚
市
内
の
ハ
イ
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
O
S
C
湘
南
シ
テ
ィ

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
で
市
主

催
の
「
第
　
回
み
ん
な
の
消

34

費
生
活
展
」が
開
催
さ
れ
た
。

ト
ッ
プ
へ
の
挑
戦
に
駆
り
立

て
た
。
学
生
時
代
に
引
退
し

た
馬
術
に
再
度
挑
戦
す
る
旨

を
社
内
に
宣
言
。
多
忙
な
な

か
で
時
間
を
見
つ
け
て
練
習

を
重
ね
、　
年
ぶ
り
の
国
体

40

出
場
が
実
現
し
た
。

　
川
西
社
長
は
自
分
の
生
き

ざ
ま
を
通
し
て
、
社
員
に
も

仕
事
上
あ
る
い
は
人
生
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

風
土
を
根
付
か
せ

た
い
意
識
か
ら
、

恥
を
覚
悟
で
有
言

実
行
し
て
い
る
、

と
語
っ
た
。

　
計
量
器
の
販
売
、
修
理
等

を
手
が
け
る
旭
川
計
量
機
㈱

（
北
海
道
旭
川
市
流
通
団
地

2
条
4

8
、
茶
木
拓
治
社

長
）
が
、
創
立
　
年
を
迎
え

50

た
。
計
量
記
念
日
の
　
月
1

11

日
、
旭
川
市
の
旭
川
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
と
祝

賀
会
が
開
か
れ
た
。
道
内
の

計
量
関
係
者
の
ほ
か
、
全
国

か
ら
計
量
機
器
メ
ー
カ
ー
の

代
表
な
ど
、
1
0
0
名
が
集

ま
る
盛
会
と
な
っ
た
。
出
席

者
に
創
立
　
年
の
歩
み
を
記

50

し
た
小
冊
子
が
配
ら
れ
た
。

　
同
社
は
1
9
5
5
（
昭
和

　
）
年
、
旭
川
市
の
繁
華
街

30に
旭
川
度
量
衡
器
㈱
と
し

て
、
計
量
器
の
販
売
・
修
理

を
専
業
に
開
業
し
た
。　
年
73

に
社
名
を
現
在
の
旭
川
計
量

機
㈱
に
変
更
し
た
。
製
造
分

野
に
も
進
出
し
、　
年
に
計

80

量
器
製
造
事
業
登
録
、　
年
96

に
は
型
式
承
認
を
取
得
し
て

い
る
。
ま
た
　
年
に
は
、
同

82

市
の
旭
山
動
物
園
に
5
ト
ン

ま
で
量
れ
る
動
物
用
計
量
器

を
寄
贈
す
る
な
ど
、
地
域
貢

献
も
忘
れ
な
い
。
同
社
は
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
地
元
に

根
付
い
て
発
展
し
て
い
る
。 

　
現
在
は
旭
川
の
ほ
か
札

幌
、
帯
広
に
拠
点
を
持
ち
、

6
名
の
計
量
士
が
計
量
器
検

査
及
び
代
検
査
業
務
に
従
事

す
る
。
販
売
、
修
理
だ
け
で

な
く
、
加
工
用
じ
ゃ
が
い
も

の
で
ん
粉
測
定
装
置
や
魚
介

類
、
農
産
物
受
入
用
ト
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
顧
客
の
用

途
に
応
じ
た
計
量
器
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
製
作
も
行
っ
て

い
る
。

　
㈱
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ

（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
3

　

　
、
電
話
0
3

23

14

5
3
9
1

6
1
2
6
、
古

川
陽
社
長
）は
、ス
ワ
ン
ハ
ー

ト
血
圧
計
　「
U
M

1
0

1
」
を
　
月
　
日
に
発
売
す

12

22

る
。

　
医
療
機
関
で
使
わ
れ
る
血

圧
計
の
多
く
は
、
医
師
や
看

護
師
が
使
い
慣
れ
て
い
る
水

銀
式
だ
が
、
同
器
は
外
観
、

表
示
、
操
作
方
法
は
水
銀
式

の
ま
ま
、
表
示
を
水
銀
か
ら

液
晶
に
切
り
替
え
た
。
水
銀

不
使
用
で
取
り
扱
い
が
手
軽

に
な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
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大
和
製
衡
㈱
（
明
石
市
茶

園
場
町
5

　
）
の
川
西
勝

22

三
社
長
（
　
）
が
、　
月
に

62

10

岡
山
県
で
行
わ
れ
た
第
　
回
60

国
民
体
育
大
会
（
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
国
体
）
の
馬
術
競

技
に
出
場
し
た
。
成
年
男
子

の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
賞
典
馬

場
馬
術
競
技
で
7
位
入
賞
を

果
た
し
た
。
川
西
社
長
は
過

去
に
岐
阜
国
体
に
出
場
し
て

お
り
、
今
大
会
に
お
け
る
全

種
目
を
通
じ
て
の
最
高
齢
者

の
み
な
ら
ず
、　
年
ぶ
り
の

40

国
体
再
出
場
で
入
賞
と
い
う

快
挙
を
達
成
し
た
。 

　
川
西
社
長
は
1
9
4
3

（
昭
和
　
）
年
生
ま
れ
。
甲

18

南
大
学
在
学
中
は
馬
術
に
熱

中
し
、　
年
に
は
岐
阜
国
体

65

で
2
位
、
全
日
本
学
生
馬
術

個
人
選
手
権
で
優
勝
し
た
。

そ
の
体
験
か
ら
、
高
い
目
標

を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

論
理
的
に
状
況
分
析
し
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
決
し

て
達
成
す
る
と
い
う
人
生
哲

学
を
得
た
。
こ
の
考
え
は
同

社
の
経
営
理
念
に
も
表
れ
て

い
る
。

　
還
暦
を
迎
え
、

「
胸
に
ロ
マ
ン
を

抱
く
万
年
青
年
で

あ
り
た
い
」
と
い

う
川
西
社
長
の
思

い
が
、
馬
術
の

廃
棄
の
手
間
が
解
消
し
た
。

　
本
体
の
側
面
に
す
べ
り
防

止
の
ラ
バ
ー
を
使
用
、
裏
面

に
は
取
っ
手
部
を
つ
け
、
持

ち
運
び
や
す
く
し
て
い
る
。

新
た
な
機
能
と
し
て
、
測
定

中
に
5
点
ま
で
記
録
で
き
る

ホ
ー
ル
ド
機
能
、
血
圧
測
定

時
に
脈
拍
数
を
自
動
的
に
測

定
、
表
示
す
る
自
動
脈
拍
数

表
示
が
つ
い
て
い
る
。
表
示

部
の
傾
き
は
5
段
階
に
切
替

可
能
。
色
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ

ン
ク
の
2
種
。

【
仕
様
】
▽
測
定
方
法
＝
血

圧
：
聴
診
法
、
脈
拍
：
オ
シ

ロ
メ
ト
リ
ッ
ク
法
▽
測
定
精

度
＝
圧
力
：
±
4
亜
H
g
、

脈
拍
：
　
〜
2
0
0
回
／
分

30

▽
加
圧
方
式
＝
ゴ
ム
球
に
よ

る
手
動
加
圧
▽
電
源
＝
単
3

ア
ル
カ
リ
乾
電
池
×
2
本
▽

寸
法
＝
幅
　
亜
×
高
さ
　
亜

98

56

×
奥
行
3
2
3
亜
▽
重
量
＝

約
1
0
0
0
g
（
乾
電
池
含

ま
ず
）
▽
標
準
価
格
＝
1
万

8
9
0
0
円
（
税
込
）

7 位入賞を果たした川
西勝三社長（左）

A&D

旭
川
計
量
機
創
立
　
年
50

計
量
メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
が
駆
け
つ
け
祝
う
 

大
和
製
衡
川
西
勝
三
社
長
 

馬
術
競
技
で
国
体
入
賞

量
管
理
講
演
会
が
　
名
の
参

25

加
を
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
J
F
E
テ
ク
ノ

リ
サ
ー
チ
㈱
技
術
情
報
事
業

部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
部
主

席
研
究
員
中
島
正
博
氏
。

　
演
題
は
、「
新
J
I
S
マ
ー

ク
制
度
と
製
品
試
験
（
I
S

O
／
I
E
C
1
7
0
2
5
）」

で
、
新
J
I
S
マ
ー
ク
制
度

及
び
認
証
取
得
へ
の
準
備
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

川
崎
市
計
量
協
会
、

ミ
ツ
ト
ヨ
訪
問

　
　
月
　
日
牙
、
川
崎
市
計

10

13

量
協
会
企
画
・
総
務
委
員
会

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
鈴

木
委
員
長
以
下
　
名
で
㈱
ミ

21

ツ
ト
ヨ
本
社
を
訪
問
し
た
。

　
㈱
ミ
ツ
ト
ヨ
荒
田
総
務
・

業
務
グ
ル
ー
プ
次
長
か
ら
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
社
の
企
業
理

念
の
説
明
を
受
け
た
後
、
製

品
開
発
・
組
み
立
て
の
現
場

見
学
、
㈱
ミ
ツ
ト
ヨ
の
歴
史

が
わ
か
る
沼
田
記
念
館
を
担

当
者
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

見
学
、
最
後
に
質
疑
時
間
を

と
り
、質
疑
応
答
が
さ
れ
た
。

（
特
集
神
奈
川
つ
づ
き
）

　
各
地
で
計
量
イ
ベ
ン
ト

祝賀会の鏡開き

水
銀
式
血
圧
計
の
使
用
感
そ
の
ま
ま

環
境
に
や
さ
し
い
電
子
血
圧
計
登
場
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